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内 容 梗 概

蕨局クロスバ交換機は,将来わが国の大容量市内クロスバ交換機の基となると考えられている部分共

通制御方式を採用した商用交換放である｡今回日立製作所は日本電信電話公社技師長宝牒査諜,施設局

機械課,電気通信研究所交換謀の御指導によりこれを製作納入した｡

ここでは主として,部分共通制御方式による交換機の特質,および装置構成の概要について述べ,さ

らに実際の運川に入ってからの成績についても触れてある｡

反して,各接続階梯ごとに異なった睡 のマーカが設シナ

1.緒

数年前から新しし

言

話交換方式として,クロスバ自動

交換力式の研究が進められており,すでに小容量のもの

ほ,いくつか 用化されている(1)｡これらはいずれも完

全共通制御方式によるものであるが,今度蕨局に採nlさ

れたクロスバ交換機ほ,わ の国が 請事情に即し,需要

の急激な変動に適応して,良好なサービスを容易に提供

できる一方式として導入された,部分共通制御方式によ

るものである｡

このような部分共通制御方式は,米国のNo･5クロス

バ方式に示される全共通制御方式と,しばしば優劣を論

じられているものであるが,蕨局においてほ部分共通制

御方式を採用して,かつ継電離そのほかの部品の削減を

はかったものであり,この方式としては一応の成功を収

めたものと確信しており,また将 も期待されている｡

蕨局クロスバ交換機はさきに.日本 信魔箭公社で試

作された大容量市内クロスバ交換機(2)を原形として,市

外鵜域制上の端局用に製作されたものである｡容易に大

容量となしうる部分共通制御方式の持

バ交換機として,またわが

を備えたクロス

の市内交換機の標準方式の

苗木となるものとして注目されている｡昨32年度に納

入されてから,長期にわたる工事ならびに動作試験を終

えて,去る33年6月予定どおり開局以 良好な運転を続

けている｡本文では交換機の概要,特長および開局後の

成績の一端を紹介して参考に供したいと思う｡

2.中継方式と番号付与

2.1局内中継方式

部分共通制御方式によるものであるから,全共通制御

方式でほ全接続が一種類のマーカで制御されているのに
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られ,弟1図町~い継ガ式図のように,4接続階梯に分け

られている｡これらを制御するマーカとの対応ほ次のと

おりである｡

(1)起呼マーカ(DM)の制御のもとにおかれる起

呼階梯

(2)発信マーカ(OM)の制御のもとにおかれる発

信階梯

(3)着信マーカ(TM)の制御のもとにおかれる着

信階梯

(4)割込制御装置(NT CONT)の制御のもとにお

かれる割込階梯

ここで発イ部啓梯と着信階梯の問に置かれている着信レ

ジスタ(TR)ほ,晋Ⅰ5分共通制御方式を特長づけるもの

の一つで,呼の進行が発信階梯から着信階梯へ移行する･

際にマーカ問の制御惜儲の転送に関与する装置である｡

2.2 市外中継方式

蕨局の

あって,

いる｡

中局ほ浦和局(終局期においては大宮局)で

ここに市外台(DSA台を含む)が 巾されて

局問の辿結日動即時D_可線の構成ほ弟2図に示される｡

2.3 迂回中継機能

蕨局で行っている迂回は,東京地区への呼および東京

中央局を経由する呼の2種 に対してである｡この迂Ⅰ_lユ亡

順位は終局現において次のとおりになる｡

(1)第1順位 蔵一東京(第2池袋)

(2)第2順位二 霧仁一東京中火一束京(千代田)

(3)第3順位 蕨一浦和(大宮自動改式後は大宮)

--一束京中火一束京(千代田)

弟3図ほこの場合の中継同線の構成を示している｡

2.4 加入者回線

加入者回線の種別は次のとおりである｡
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第1図 蕨局ク ロ ス バ~交換機中継方式図

(第∠さ世袋1

第2図 蕨局自動即時回線桔成因

単独加入者回線

共同加入者回線

現在白組局

i見在芋約局

2共同のみであり,単独番号を付与し,料金の

個別登算および完全個別呼出機能をもっている｡

(3)公衆電話回線

自局内にかぎり接続可能である｡市外通話は,

東京(鵠2池袋)

(数字は迂回順位を示す)

第3国 東京中央局経由呼の迂回中継回線構成図

集中局手動台を経由して接続される｡

(4)代表加入者回綜

同一1000番台の任意番号を代表化しうる｡代

表回線群は最大20回線までである｡

番号付与

自局内番-り･

4数字を使用している｡

(2)市外選択番号

相手局被呼加入者番号を含めて,最大10数字

とし,短距離即時通話に対してほ"0",将来の

距離通 に対しては"00"を冠する開放番号方式

を使用している｡

(3)特殊番号

(i)単独,代表および共同加入者回線に対する

J′7



蕨 局 1ゴ

もの

=11Ⅹり,=11ⅩⅩ",HlOX"およぴ

"01''

(ii)公衆電話回線に対するもの

=11Ⅹ","11ⅩⅩ","10Ⅹ"ぉよぴ

=0"
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第1表 発着信トラヒツク資料(33年度)

3.装置の概要

3.1加入者端子数

蕨局の加入者端子数ほ,開局時1,800,終局時には

3,000が予定されている｡

3.2 トラヒック条件

交換機の装置数決定の基礎となったトラヒツク条件は

弟1表に示される｡

3.3 電気自勺性能

(1)使用電源

必要とする電源は弟2表i･ニー示される｡

(2)視路条件

線路抵抗値ほ弟3表をニラi三されるっ

3.4 装機概要

クロスバ川路方式から要求される縄々の条件を満たす

ために新Lい装機法を 川しているっ その特長とすると

ころほ次のとおりである｡

(1)軽量でしかも強度のある箱形装~貴架を採用Lた

ため防塵に便利である｡

(2)すべての機器部品は片面実装であるため.布線

はすべて裏面において行われ,布線作業,保守点検が

容易である｡

(3)取付板は縦幅を一定とし,_製造および頼り付け

に便たらしめている｡

(4)布線方法ほ大郡分無半出巻付法を採川Lている

ため,工数の節減, 国屑などの障

賃防止に役だち,部品の占有能

向上している｡

(5)サーフェスワイヤリング

(Surfaee Wiring)を採J~HLて布線

作 を容易にしている｡

3.5 実装および装置数

機器の実装ほ第4図のとおりであ

る｡第5～8図の写真は蕨局の交換機

の一部を示している｡また装㌍数の一

】覧は弟4表のとおりである｡

3.る 架の構造

主柱に折曲鉄板を使用し,片面形半

白立架である｡防塵を必要とする場合

には,表 とも共通カバーを使用す

る｡架高はすべて3,500Inmで,最大

〟-7 〔｣-､■ノ

〟ヴJ r.†

第2表 同 電 源

岨 源 沌 別

在 流 標 準 電 源

L†】流ブースタ電源

16サイクル呼出信号滝源

l【1流 陽 極

電 ノモ

48V

50 ヽr

75V

150 V

第3表 線 路 抵

許容変動幅

43 ～53 V

48 ～54
V

62.5～87.5V

135 ～165
V

64杖の取付板を塔載できる｡架幅は 装する機器の櫨

,機胆鞘､上の大きさなどによって次の第5表のとおり
になっているr〕

3.7 使用機器および部品

本交換装一石割こ使用されている機器および部品は,従来

のもののほかにクロスノミ交換機の回路方 から要求され

る機儲指摘一諒たすために,また新しい装機法を採用したた

めに,各種の新規耶品を使用している｡これらは,

り､)クロスバ1朝賂方式から新た(･･こ要求される性能を

盗

だr~;ヨ

第4同 機

て
｣
丁
′

TL

ま
J
｢

ちヲ.｣

巨
巨

望が

∃
′り.'｢′ ムソJ■.′

F至｢

r一~.､.づユーi'

1_一｣_.∴

当ぺ

､
､

器

伊仁い仁巨
叫｣当町一竺■･■

F==∃

〃-ゴ ィ?バーク rJ-J Jガイ

の 実 装

1

買
■--竺-｣′.-



1456 昭和33 月21年

〔左列手前よりLFFSFrC(2架),LFFSFpA,LFFSFpB〕

第5図 薇局クロスバ交換機(部分1)

〔左端より

第6図

Ⅰ/CT.LFFSF-{(衷),LFFSF-B,TL〕

蕨局クロスバ変換機(部分2)

満たすもの｡

(2)サーフェスワイヤリング(Surface Wiring)に

適合した無半田接続が可能な端子を有するもの｡

(3)機器ほ片面 装形とし 50.1mmの1枚幅を縦

第40巻 第12サ

〔左より PEG,NG(2架)〕

第7国 政局クロスバ交換機(那分3)

〔右よりTRSL,TB,OM(2乗),TDF∴トSEL(2架)ユ

第8図 蕨局クロスバ交換機(部分4)

の基本寸法とし,水平方向の取付間隔を13mmを単

位とするスペースの合理化を計った取付板に適合した

もの｡

などで,使用機器および部品の一覧は第d表に示される｡
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装置架名l架数

第｣表 戯

ラインフ7インオファイナルセレクタ架A

ラインファインダファイナルセレクタ架B

ソファインオファイナんセレク
架C(半実装)

コ ネ ク タ 架

コ ネ ク タ 架

発 信 レ ジ ス タ セ ン ダ

レ ジ ス

レ ジ ス

タ 架 A

タ 架

カ 梨

ト ラ ン ス レ
ー

タ 窯

ト ラ ン ク ブ ロ ッ ク 架

ー プ 架

B

票 A

中 覇 楔 装 架 B

LFIrS F-A

LI一∵F SF⊥B

LFFSF-C

LFFSF-C

CON-A

D j

中

H

E

し1.000＼l

し800.:!

TRK

九ⅠISC

TT.TTT

′r'1∴ Tl､′1'

ぃい,

MTIJ一ノ10

ゝ1TF-Al

11T∵F一人2

九Irl､F∴A3

1･lTF-1i

1ITF-C

MISC

丸′IET

ゝ1E'1､

弓うう~IT

CA-7

CA-5

CA-5

CA-6

CA-6il

CA-611

CAr5 1

CA-711

CA-6,1

Cノ久一5:1

C.A-8
■

1

CA-5 1

CA-5 1

CA一｣ 3

58
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塔載装置略称

Z Z Z-L P

ZZ Z-LP

Z Z-LI)

SOG′1､

SIOT-A

SIO′r-fi

SIOT㌧C

SlOTJD

TNl㌧A
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第5表 装 置 架
一

覧 表

名 称 架 幅

CA4号装置柴

CA5号装置架

CA6号装置架

CA7号装置架

t ＼∴

CA9号装置架

お も な 用 途

度数討究

レジスタ架

中継規装眉潔

20VxlOH3Wクロスバスイッチ堵載

20VxlOr･t6Wクロスバスイソチ搭載

トランスレータ架,ナンバグループ架

第6去 主要機器および部んト･覧表

ク ロ ス バ ス イ ッ チ

ワ イ ヤスプリ ン グリ レ ー

リ
T
E
線
M

M

X

D
企
パ
3
冥
抵

平有系形W

F

N属

P蓄花

形整

火
形

電
空
ラ

リ継

抗

極

レ

レ

レ

リ

‖リ

リ
形
極

消

抵
流

電

ス放

輪
器
器
抗
紙
器
夕
管
管
ブ

4.接続動作の概要

4.1起呼階梯接続

起呼階梯に属している装置ほ接続装眉として,ライン

ファインダファイナルセレクタフレーム(LFFSF)の一

次スイッチおよび二i欠スイッチ,三次スイッチとしての

発信レジスタセンダハンク(ORSH)であり,これらを

制御する装置とL-て起呼マーカ(DM)がある｡このほ

かに接統に要する装置としてほ,発信レジスタセソダ

(ORS)および発信中継椋装置(OT)があるり これら

の装置相互間の制御用接続回路として,ラインマーカコ

ネクタ(LMC),ラインフレームコネクタ(LFC)およ

び発信レジスタセンダコネクタ(ORSC)がある.〕

接続動作は発信加入者が受話器をあげてORSi･こ接続

され,ORSから送出される発信音を聞くまでの接続に

関連するものである二

発信加入者が受話器をあげると,各加入者に対応して

いるラインリレーが動作して,LMCを通してDMを起

動する｡DMほ起動されると ORSを選択,捕捉してこ

のORSと発信加入者とをLFFSFをのクロスバスイッ

第9図 起 呼 階 梯

第40巻 第12一号

チを動作することによって接続する｡この接続に必要な

制御線ほ,ORSCを通してDMに引込まれ,DMから

ORS への情報ほ ORSCを通して転送される｡接続が

完了すれば DMおよび制御用接続回路は復l口し,次の

呼に備えられる∩

以上の接続に関係する装置間のE 辿ほ第9図に示され

る【

ん2 発信階梯接続

この発信階梯には接続装置とL･て,▼･次セレクタフレ

ーム(ISEL),制御装詔として発†.~iマーカ(OM)があ

る｢.その他の関係装置として,入中継線装㌍(ICT),入

レジスタハンダ(IRH),入レジスタ(IR),ORS,トラ

ンスレー3((TRSL),着信レジスタ(TR), 継中

÷
･
｢

′一･･-

着

裟閏(TT)および行程の中継線装置(TRK)(第4表

参闇)がある.′

これらの装置相互間の制御用接続回路として,発信

レジスタセンダマーカコネクタ(ORSMC),入レジスタ

マーカコネクタ(IRMC),トランスレータコネクタ

(TRSI-C),トランクブロックコネクタ(TBC),トラン

クブロック(TI∃),着信レジスタコネクタ(TRC)およ

びフレ岬ムコネクタ(FC)がある｡

以上の装苫が閑適する接続動作が,発信階梯接綻と総

称される,このうちの主要なものほ次のとおりである｡

接続閑適阿は舞10図に示される｡

市㌣繕

しご〕干】う千＼甘七≡二

乳偲

/亡冒､

∠ノ干詔｢

㌧㍗丁

r∂し＼年妄亘】妄;三

m7＼

(ご婚局内接続

第10l.栄†発 信 階 梯 接 続
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4.2.1市外接続

発信加入者のダイヤルから ORSが市外接続の識別

を行うと,ORSはORSMCを通してOMを起動す

る｡OMはORSからの情報を受け入れ,TRSLCを

起動してTRSL を捕捉し,ダイヤル番-ンi･からの変換

情報を受け取る｡OMはこれにより適当な山中

置をTB

置とをⅠ

パルスは

通路で

線を呈

を通して選択,捕捉し,OT と田中継線装

SELを動作させて接続する(｡他局へのイン

ORS より OT-ISEL一日中継凝装置の

出される｡

4.2.2 入中継技能

ORS からの場合と同様にIRからIRMC を通L

てOMが起動される｡OMほIRからの数字情報を

受けとり,これから適当なTTをTBを通して選択

捕捉し,ICTとTTとをISELを動作させることに

より接続する｡またOMほTRCを通してこのTT

と関係するTRを捕捉して,着信加入者の情報を転送

して接続を完了する｡

4.2.3 日局内接続

ORS から ORSMC を通してOM を起動する｡

OM は ORS からの数字情報を受けとり,入中継接

続の場合と祢阻･こ,あいている TRをもったTTを

TBを通して選択,捕捉し,OT と TTとをISEL

を動作させて接続する｡またOMはTRC を通して

このTRを捕捉して,

を完了する｡

4.3 着信階梯接続

着信階梯に

信加入者の情報を転送し接続

する装置は,接続装置とLて LFFSF

の一次スイッチ,二次スイッチおよび三次スイッチを使

用する｡制御装置呈としてほ着信マーカ(TM)がある｡

この TMのfliり御iこよって一次スイッチに収容されてい

る着信加入者と,三次スイッチに収容されているTTと

を,スイッチ交叉点により接続することを着い階梯接続

という｡これに関連する装置ほ上記のほかにTRおよひ

ナンバグループ(NG)とこれらの装置相互間の制御用接

続回路として,着信レジスタマーカコネクタ(TRMC),

ナンバグループコネクタ(NGC)およびLFCである｡

発信階梯接絞の終りにおいて,

起動信号を受け取ると,TR ほ

を起動し,OMから受け取った

る｡TMほこれに関係する

OMによってTRが

TRMCを通してTM

信加入者の情報をTM

NGを,NGC を通し

て起動し,この着信加入者情報をLFFSFの収容位置に

変換したものを得て,着†rて加入者の話中試験を行い,あ

きであれば着信加入者と TT とを接続L,LFFSFを

動作させて接続する｡代表回線の場合にはNGで代表選

択を行い,選択したl■_り線の収容位弄引､青報をTM[にもど

す｡

L∫〟β

エrr5f

J〝ヰ
†作キ

J汀J見よリ

田m一一一---禦--一一一-r由一-一一一一槻り
描出

由
第11図 着 信 階 梯 接 続

⊥′r′ご5f

美男冒市外台

第12同 割 込 階 梯 接 続

この接続ほ第11図に示される｡

4.4 割込階梯接続

割込階梯とほ 試よ
J､

｢コからの接続,および市外台からの

割込接続に使用される装置群をいう｡接続装間として,

割込コネクタ(NTC)およびLFFSFの一次スイッチが

使用され,制御装聞としては割込I制御装置(NT CONT)

がある.｡さらiここの接続に使用される装置として,割込

レジスタ(NTR),割込■-l-一一継線装置(NTT)およびNG

があり,これら装繹相互間の制御用】11†路とLて割込レジ

スタコネクタ(NTRC)∴割込レジスタコントローラコネ

クタ(NTR CONT C)およびNGCがあるc

市外台もしくほ試験台よりプラグ挿入により,NTT

が起動され,NTTはNTRを捕捉し,台からの加入者

番圭;▲4数字のダイヤルは,NTR で計数蓄積される｡

NTRほこの情報を起動したNT CONTに送り,NT

CONTは,NGの助けをかりてLFFSF上の着信加入

者収容位置を知り,NTC と LFFSFの一次スイッチを

制御Lて,クロスバスイッチ変又点を閉じ 台と加入者

との接続を行う｡

第12匡】ほこの場合の関連を示している｡

5.本交換機の特長

5.1発信階梯

5.1.1一次セレクタフレーム(3)(■基 形)

発信階梯の一次セレクタフレーム(ISEL)ほ第1図

に示されるとおり,2段完全単リンクで鞘成されてい
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第13図 2段完全単リンクフレームの通話路設定

る代表的な中継交換刊フレームである｡一次側は発信

トランク(OT)および入中継楯装置(ICT)を収零す

る入 (Ⅰ山et)を64本(16×4=64),-,･･････次スイッチと

二次スイッチの問を結ぶリンクほ100木(25×4=100),

二次側は各種中継樵装胃(TRK)を収容する=碩(Ouト

Iet)を400本(16×25=JOO)もっている∵性能ほブイ路

(ルート)数最大約30,方路の平均Ⅰ珂線能率的57ア∠,

呼損 (折線話中率のほか内部リンク輪転率も含む)

0.01である｡また理論的に最少交又点フレームを構成

している｡

5.1.2 通話路の設定方式

一次セレクタフレームの形式が完全単リンク構試で

あることから,これを制閲する発信マーカ(01IJの通

路設定も,ニれに適合した方法で行われている｢

これほ出種とリンクの整合をとりながら該当するル

ートの全円線を試験Lて,通話路を設定する二方法でも

る｡舞13図はこの方法の原理を示すものであるっ こ

れによって通話路設定を略述する=

まず発行;マーカが～_臣彼のルートを知り,このルート

に属するr一郎椀を群別けL,こ.れを斗ランクブロ･ヅクの

TBリレーに表示して.二の接点tbで目的の川碩群

を発信マーカの試験回路TSLo-2i,TTo～15に接続す

る｡出線の使用状態は,中継繰装置(.TRK)の中の

接点mbで表示される二他方リンクの使用状態は

TLo～24リレーの動作で示される.二ここでLSEとTSE

次
の
紺
作
へ

〔左よりMTF-C,MTF-Ao,MTF-Al,MTFAB(TRR),

Ⅳ1El､(､2架:･コ

第14回 蕨局クロスバ交換機(部分5)

リレーが動作すると,試験回路が起動されて,中継線

装置(TRK)の中の接点mb と,リンク試験リレー

の接点tt とが開いていない条件に合致した.〕すなわ

ち整合のとれた回路のTSLが何個か動作してSLSo～24

の回路で優先にあるSLSl個が決定されろ｡次に

LSEの復旧で同上の条件の回路にあるTTが何個か

動作して,TSo～15の回路で,優先にあるTSl個が決

定される〈

決定されたSLSはフレームの出側格子に,TSほ各

借手のレベルに対応するものであるから,この組合せ
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で臼的の出線が決定される｡フレームが完全単リンク

構成であるゆえ,入線が定められているから出繰の決

定でリンクも定まり,通話路の設定が行われる｡

5.2 集中試験装置

この交換機には本格的な試験装置が集中化して設備さ

れている(第14図)｡各種の中継線装置,レジスタ,･セ

ンダおよびマー 試体単のカ また接続階梯別の試

鹸接続動作を,この集■=1rl試験装置から行うことができ

る｡後者は試験呼と呼ばれるもので,必要時に任意に発

することができる｡この試験呼の進行状況を記録に残す

ことも可能になっている｡

5,3 障害記録校(トラブルレコーダ)

共通制御式クロスバ交換機でほ,制御機能が集中化さ

れていることを利用して,交換機障告,異常接続動作,

呼の進行状況などを記 させることが簡単である｡

この交換機で行っている障胃記録は,米越lのウェスタ

ンエレクトリック会社式障害記録機を使用したもので,

弟15図の障害記録カードに必要な記録を読取f)に便利

なパンチの形で記録させる力■法が揺られているr

パンチされたカードは交換機障宇子の早期発見に利用さ

れるほか,異常呼,試験呼の調査に役だてられる｡

る.開局後の成績

前節で べたように,この交換機で装備している障告

記録機によって記録された障`#記録カードの分析結果を

見れは,運転成績の判定をすることが可能である｢.開局

後のカード枚数の経緯によれば,当初障害記録関係の何

路方式をこ起因するのが比 的多く=ていたが,回路方式

の改善により,逐次このカード枚数ほ減少してきてい

る｡現在交換機障害と考えられている障害記録カード枚

数ほ,呼数1,000に対して0.7枚程度で,交換機のサー

ビス程度は良好で安定していると判断される｡

この障書カード目-一にほ山路構成の考え方の根本に関係

するもの,安定期までの過渡的原抑こなるものとが考え

られるが,カードの調査分析が進むのにつれて原因がIJノi

らかになり,クロスバ交換機の本領を発揮する日もま近

いと思われる｡

7.結

蕨mクロスバ交換機は,国産で実用化されたクロスバ

市内交接機として現在最も大規模なものであること,部

分共通制御方式を採用Lていること,全面的に新しいク

ロスバ部品を使用していること,局用交換機であると同

砧商に時 験交換機としての性楕を多分にもっているこ

となどにより,この形式のクロスバ交換機の将来性を決

めるものとして,開局後の

めていた｡前述の成

絹成績に関係方面の注目を

見られるように逐次減少する

見込でほあるが,交換機障嘗も皆無なわけでほなく,ま

たまだ検討の余地が残されているが,こカ■tまでにこの交

換軽から得られた資料に貰いて改良された同形の C40,

C50形交換機ほ,すでに製造,納入を完了している｡ま

た同株拭料により,さらに若干の方式改良を意図した｡

大容量市内交換機の標準形の試作研究も,日本電信電話

公社電気通信研究所を中心に着々と進められていること

から所期の甘襟は十分達成されたといえる｡

終【)に望んで程々御指導,御援助をたまわった日本電

信電話公社ならびi･こ日立製作所関係各位に厚く感謝の意

を表する｡.
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